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市政フラッシュ

を
終
え
た
中
学
生
14
人
が
、
市
役
所
で
成
果

を
報
告
。
交
流
す
る
バ
レ
ス
テ
ィ
ア
ヒ
ル
中

学
校
へ
の
訪
問
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
感
想
な

ど
を
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
大
和

中
学
校
２
年
の
和
佐
彩
花
さ
ん
は
、「
海
外
に

行
っ
て
日
本
と
外
国
の
文
化
や
歴
史
の
違
い

を
理
解
で
き
た
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
事
業
は
、
国
際
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
８
年
に
開
始
。
当
初

は
市
か
ら
の
派
遣
だ
け
で
し
た
が
、
平
成
13

年
か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
訪
日
研
修

を
受
け
入
れ
、
相
互
交
流
事
業
と
し
て
続
い

て
い
ま
す
。

　
今
年
５
月
に
バ
レ
ス
テ
ィ
ア
ヒ
ル
中
学
校

の
生
徒
が
市
を
訪
れ
た
際
は
、
交
流
20
回
記

念
式
典
を
開
催
し
、
過
去
の
研
修
生
ら
と
も

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
市
と
三
原
警
察
署
、
三
原
市
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
協
議
会
、
三
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
４
団
体
は
７
月
28
日
、
高
齢
者
の
見

守
り
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
団

体
が
連
携
し
て
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守

る「
三
原
市
高
齢
者
安
全・安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」を
設
置
し
ま
す
。生
活
の
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
の
早
期
発
見
、
高
齢
者
が
虐
待
や
詐

欺
、
交
通
事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を

防
ぐ
た
め
、
互
い
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
共

有
し
、
協
力
し
て
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
天
満
祥
典
市
長
、
三
原
警
察
署
の
奥
田
右

文
署
長
、
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
協
議

会
の
大
林
光
夫
会
長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
市
水
道
部
は
先
月
３
日
、西
野
浄
水
場（
西

野
五
丁
目
）に
国
際
協
力
機
構
関
西
国
際
セ

ン
タ
ー（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
）の
研
修
生
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
西
野
浄
水
場
で
は
、
薬
品
を

使
わ
ず
、
自
然
の
力
で
味
の
良
い
水
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
緩
速
ろ
過
方
式
を
採
用
し
て

お
り
、
数
あ
る
浄
水
場
の
中
か
ら
研
修
先
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
研
修
は
、
開
発
途
上
国
の
技
術
者
に
日
本

の
技
術
を
学
び
、
自
国
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら

う
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
チ
オ
ピ

ア
や
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
な
ど
13
カ
国
か
ら
14
人

が
参
加
し
、
西
野
浄
水
場
で
水
質
の
浄
化
や

維
持・管
理
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
生
は
、
細
か
な
砂
の
層
に
１
日
４
～

５
ｍ
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
さ
で
水
を
通
す

緩
速
ろ
過
池
な
ど
の
施
設
を
見
学
。「
ゆ
っ
く

の
真
嶋 

智
会
長
が
協
定
書
に
署
名
。
天
満
市

長
は「
見
守
り
や
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
が
増

え
て
お
り
、
よ
り
重
層
的
な
仕
組
み
作
り
が

必
要
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
は
三
原
警
察
署

内
に
設
置
し
、
今
後
、
具
体
的
な
連
携
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
少
年
少
女
海
外

研
修
交
流
事
業
が
、
今
年
度
で
20
回
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
の
中
学
２
年
生
を
対

象
と
し
た
同
事
業
で
は
、
過
去
20
年
間
で
市

か
ら
２
５
３
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
１
７

４
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
先
月
20
日
に
は
、
約
１
週
間
の
派
遣
研
修

り
流
す
と
砂
層
に
い
る
微
生
物
の
分
解
作
用

で
、
薬
品
を
使
わ
な
く
て
も
、
水
の
中
の
浮

遊
物
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
」な
ど

と
、
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ラ
オ
ス
の
水
道
局
で
働
く
シ
サ
モ
ン・コ
ン

マ
ニ
ー
さ
ん
は
、「
ラ
オ
ス
の
浄
水
場
も
緩
速

ろ
過
方
式
を
採
用
し
て
い
る
が
、
三
原
の
水

道
水
は
澄
ん
で
い
る
。
学
ん
だ
技
術
を
参
考

に
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
見
守
り
で

協
力
体
制
を
構
築

交
流
20
年
目
を
迎
え
た

中
学
生
の
海
外
研
修

西
野
浄
水
場
を

海
外
研
修
生
が
視
察

▲�４団体が協力して高齢者を見守る
体制をつくります

▲�シンガポールでの海外研修の成果
を報告する市内の中学２年生

▲�西野浄水場で水道部職員の説明を
受ける海外からの研修生

問
生
涯
学
習
課
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問
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道
部
管
理
課
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２
９

問
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
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０
５
５

�問い合わせ先


